
 

 

 

 

                       

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                  

                                 （報告：佐藤ＶＳ副長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

団委員長  
 

皆さん今年も終わりですね！今年は 

大変な年でしたね！来年は少しでも 

すばらしい年・都市・歳にしていきたい 

ですね！ 

さて、ボーイスカウト活動を少しでも多 

くの方に知って頂く機会を作ろう！ 

・・・どうしたらいいのかな？？？と考えておりましたと

ころ、きっと大人が理屈っぽくスカウトを語るよりも、す

ばらしい経験をしているスカウトの声を直接聞いてもら

えたらといいだろう！と－山口コミッショナーに相談し

たところ目黒 3 団ローバー隊の早矢仕さん（東大大学

生）をご紹介いただきました。彼に話しを持ちかけたと

ころ是非やらして下さいと快く協力をして下さいまし

た。 

舞台は１1 月 17 日、バイリンガルクラブである東京広

尾ロータリークラブの例会、そこで早矢仕さんが 2010

年から関わっているバングラディシュのボーイスカウト

派遣の話しをして下さいました。演題は”バングラディ

シュに新しいライフスタイルを・ボーイスカウトとして最

貧民国に出来ること”。英語と日本語の 2 カ国でのスピ

ーチの準備も大変だったと思いますが、スカウトとして

誇らしげな早矢仕さんの姿は多くの国内外の経営者に

感銘を受けました。人柄も伝わったすばらしいスピーチ

でした。 

大成功！自然と経営者が雇ってみたい人材がスカ

ウト経験者だと思って頂ける様にスカウト活動を広く

伝えていける機会をこれからも作っていきたいと思っ

てます。 

次は目黒一団から是非発表の機会を下さい！と声

を掛けてくれたら嬉しいです。 

団では震災後の４月２４日（日）に義援金活動を祐
天寺駅と中目黒駅にて実施しいたしました。 

しかし、被災された皆様は現在も日々困難な生活
を余儀されております。 

団では今後も継続的に「団を挙げて義援金活動」
をおこなうことが必要と考え、当面１１月と１２月に活
動を実施することといたしました。 

１１月分は５日（土）の夕方に前回の祐天寺駅と中
目黒駅の２つの駅に加え、今回はさらに学芸大学駅
もいれた３駅で実施をしました。 
 ３駅の募金総額は９９，２５８円となりました。 
参加者は ＢＶ隊 Ｌ１名 Ｓ５名 保護者２名 

ＣＳ隊 Ｓ２名 
ＢＳ隊 Ｌ２名 隊付２名 Ｓ１１名 
ＶＳ隊 Ｌ１名 Ｓ１名 
スカウト合計１９名 総人数２８名でした。 

11 月 19～20 日にかけて行われた 100ｋｍハイクの報告です。 
今年度のコースは葛飾からスタートし、高島平→渋谷→池上→葛西と周り葛飾に帰ってくるというコース。我
が隊からは佐藤・増田・山本の３スカウトが参加しました。 
結果から言うと全員惨敗・・・。ふがいない結果です。いろいろ悪条件は重なりましたが、失敗は失敗なので言
い訳のしようがありません。ただ、最も大きな要因は当日の豪雨だと断言できます。なにしろ 10ｍ先が見えな
いような雨と風、出発前やる気に満ちていた自分（本当です）も、家から出て当日の気候を目の当たりにした
時点でやる気が失せていくのを感じました・・・。 
 その日はスタート後もずっと雨が降り続き、結局１０時間近く雨に打たれながら歩くハメになりました。いく
ら雨具を着ているとはいえ、雨に打たれて体温を奪われながら歩くというのは例年以上に疲れがたまりま
す。今にして思えば今回の大会では、どのように自分の体温を保護しつつ歩くかということが勝負の分かれ
目だったということでしょうか。 
 日付の変わる頃には天気は安定するのですが、疲れから来る前半の遅れを取り戻す 
ことはできず、無念ながら６チェックポイントにてタイムアップを迎えてしまいました。 
ちなみに今大会の完歩率は 29.5％。自分が参加した一昨年の大会の 61.29％に比べる 
と半分以下の低さです。雨の中長距離を歩くことの厳しさを身を持って体感できたと 
いう意味では価値ある内容だったのかもしれませんが、やはり残念です。 
「言い訳のしようがない」といいつつ、やはり言い訳を書き連ねてしまいましたが、この 
経験が自分を含め、参加したスカウト全員に生かされることを願います。 

 

※今年は残念ながら天候に恵まれませんでしたが、昨年度よりも 2 割近くエントリーが増加し最終的な結果として・・・・ 
参加者 294 名，男性 239 名，女性，55 名 完歩 79 名，男性 66 名，女性 13 名 欠席 26 名，男性 23 名，女性 3 名 
完歩率 29.5％ 男性 30.6％ 女性 25.0％ (欠席含まず)  （公式ＨＰ資料より） 

リタイアご免 ！
の佐藤副長です 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.60９  （SINCE1959）  

１１月２０日、「今年度初のハイキングは林試の森公園へ

出かけました。 

スカウト達にとってはだいぶ長い距離を歩くことになり

ますが、これも今後を見据えた訓練です。林試の森で

はいろんな秋探しをしました。 

帰ってから工作で使う綺麗な色の落ち葉を拾ったり、ど

んぐりなどの木の実を拾ったりもしました。 

また林試の森のアスレチックで元気いっぱい遊びまし

た。祐遊広場に戻ってきてからは拾ってきた落ち葉や

木の実を使い、クリスマスツリーを作りました。 

みんなで楽しく秋を満喫した一日でした。 

 

 

秋という天気に相応しい涼しかった 11 月 23 日、ボーイ隊ではハイキングが行われました。 

今回のハイキングは三浦半島を横断するルートでした。 

ハイキングコースとしては山あり、海ありの色々な風景を楽しめるものでした。山登りなどによるアップダウン

がコースに多く存在するため、スカウトがバテるのではないかと心配していましたが、最後まで元気よく歩い

てくれました。また初めてのハイキングともあり、道に迷ったりなどのトラブルが心配されましたが、若干 

ゴールに到着するのが遅れた程度で、大きな問題はありませんでした。 

今回のハイキングで学んだこと、感じたことをこれからも大切 

にして欲しいと思います。 

去る 11 月 18 日(金)～20 日(日)、南多摩駅近く 

の米軍所有のレクリエーションセンターにて BSA 

秋期キャンプが開催されました。 

山手地区からは派遣隊 1 班 5 人（1 団柴田君、15 団 4 人）、

ベンチャースカウト 1 人（1 団平野君）、リーダー2 人の計 8 人

が参加し、病気などなく全員無事に帰って参りました。 

今年の BSA キャンプのテーマが『料理』ということであり、私

が 3～4 年前に行った時よりも、火付けやイカを捌くなど、料

理に特化したプログラムが準備されていたと感じました。 

しかし、19 日はあいにくの大雨でプログラムも午後から中止

となり、BSA スカウトも雨のため早めに帰宅してしまい、普段

の BSA キャンプよりも交流する機会が少なく残念でした。 

それでも山手地区スカウトは 18 日夜に一緒に班旗を作った

りと、BSA スカウトと交流出来たので楽しかったと言っていま

した。大変な状況下でも楽しめて本当に良かったと思いま

す。 

また米軍所有敷地内でアメリカスカウトと一緒に活動すると

いう貴重な体験は、スカウト達に大きな影響を与えたのでは

ないかと思います。 

ベンチャー奉仕隊として参加した平野君につきましても、ジ

ャンボリーで出会ったことのあるスカウトを始めとして、色々

な方と交流できたらしく、とても楽しかったと言っておりまし

た。 

最後になりましたが、私たちを BSA キャンプに送り出して頂

きまして、誠にありがとうございました。 

                  報告：小林ＢＳ隊長 


